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精神科における思春期電話相談の現状

医療法人社団 五稜会病院

〇高橋典子、清水優子、石川祐子、中島公博

はじめに 当院の概要①

当院は中学生以上を対象とした精神科病院である。
ストレスケア・思春期病棟があり、比較的若い年齢
層の患者が多いことが特徴である。

平成27年10月より開始した、「さっぽろ子どものこ
ころのコンシェルジュ事業」の事業所である。

内容の多くは新患の受診相談である。その受診相談
電話はソーシャルワーカーが担っている。

受診・入院相談では、当院治療の適応を含め、医師
や病棟へ正確な情報伝達のため情報収集を心掛けて
対応している。

こころの悩みを抱える子どもや発達障害のあ
る子どもが、より早く、適切な医療機関や関係
支援機関での支援を受けることができるよう、
適切な医療機関等を案内（コンシェルジュ）す
る事業。

現在、市内5機関が事業所となっており、当院
はその中の1つである。

当院の概要②
さっぽろ子どものこころのコンシェルジュ事業

初診のみでその後
通院していない

目的

受診

なぜ？
電話相談でニーズが
掴めていなかった？

当院の治療の適応ではな
かった？

電話相談

＊検討したこと＊
初診のみでその後通院していないケースの理由

を明らかにし、今後の電話相談業務やソーシャル
ワーカーとしての支援に必要なこととは何かを検
討した。

思春期ケースに多い

研究方法
研究デザイン：後方視的調査研究

【データ】

当院の「電話相談記録」から、15歳以下の電話相談内容について調査
した。

【期間】

平成27年10月から平成28年3月までの半年間を調査期間とした。
【倫理的配慮】

当院倫理委員会の承認を得たうえで行う。

個人の特定ができないようにデータは全て統計的な処理を行い数量
化する。

電話相談記録は情報の漏えいがないよう厳重に保管し、他者の手の
届かないようにする。

データはパスワードのかかるパソコンで管理し、研究者以外は利用で
きないようにする。

結果①研究対象の概要

相談件数
148件

受診希望件数
98件

実際の受診件数
77件

初診のみの件数
41件

受診に繋がっ
た件数の半数

以上
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結果②
初診のみの思春期ケースの分類

診断書の
作成のみ

問題が解決
した

受験などの一時
的なストレス

本人や家族が
治療に消極的

問題解決の助
言のみ必要

現時点では治療
の必要がない

対人関係や環境
の調整が必要

再診の必要を伝
えたが来ない

他科の治療が
必要

経過観察中

結果③
初診のみの思春期ケースの特徴

相談経路
状態像
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保護者

教育機関

医療機関

本人

0 5 10 15

その他

暴力・非行

気分障害

摂食障害

睡眠障害

自傷行為・希死念慮

発達障害・知的障害（疑いも含む）

不登校

身体症状

考察

① 保護者や関係機関からの電話相談が多く、
本人の意思は電話相談時には反映されにく
い可能性がある。

② 受験やテスト、対人トラブルなど一時的な
ストレスから発生する症状と考えられるも
のが多かった。

③ 不登校を主訴とするケースが多く、問題解
決のための助言や環境調整で改善が見込め
るケースが多かった。

「電話相談でニーズを掴めていなかった」のではなく、
思春期特有の要因で継続通院に至っていないことが示唆
された。

思春期のケースは、助言や環境調整を行うことで改善
が見込めるケースが多く、必ずしも継続的な通院を必要
としない。医療機関を受診することで、問題の整理や解
決のための道筋を立てることができる。

まとめ

≪ソーシャルワーカーとして何ができるか≫
問題解決の糸口を掴めるように社会資源の活用を促す。
本人を取り巻く環境や機関と連携する。
家族の対応を助言する。

⇒電話相談時のみならず受診後のフォローもソーシャル
ワーカーとして担える。


